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講演概要

生命科学分野では実験・計測技術が様々な分野で進展しており、マルチ

オミクスデータなど多種多様なデータが大量に生み出されている。また、

文献中の知識も増大しており、これらを既存のデータベースの知識と組み

合わせて解析することが必須となっている。様々なデータを統合して使え

るようにするには、遺伝子やタンパク質などのIDやそれらに意味付けをす

る際のオントロジーを共通化する必要があるが、多くのデータベースは独

自のID体系やオントロジーを用いており、それらを統合的に使えるように

するためには地道なデータ整備が重要となる。ライフサイエンス統合デー

タベースセンターでは、それらの整備を進めるとともに整備されたデータ

からデータを再利用し組み合わせて解析するための基盤技術を開発してい

る。また、開発した基盤技術の応用として、ヒト関連データの統合データ

ベース開発なども進めており、それらの活動について紹介したい。
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